
第３号様式（第１２条関係） 

会 議 の 開 催 結 果 

１ 会 議 名 令和２年度（2020 年度）第２回越谷市介護保険運営協議会 

２ 開催日時 
令和２年（2020 年）８月１８日（火） 
午後１時３０分～午後３時７分

３ 開催場所 市役所本庁舎５階第１委員会室 

４ 会議の概要 

議 事 

(1) 令和２年度（2020 年度）第１回介護保険運営協議会会議

録について（別冊） 

(2) 第８期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の構成・

骨子案について 

(3) 第８期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の施策の

体系（案）について 

※ 会議の詳細は、別添会議録のとおりです。 

５ 公開・非公開の別 公    開  ・  一 部 非 公 開  ・  非 公 開 

６ 非公開・一部非公

開の理由 

７ 傍聴人員 なし 

８ 問い合わせ先 （担当課名）介護保険課  ℡ 963-9305（直通） 

９ そ の 他 
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令和２年度（2020年度）第２回越谷市介護保険運営協議会会議録 

日 時 令和２年（２０２０年）８月１８日（火）午後１時３０分～午後３時０７分 

場 所 本庁舎５階第１委員会室 

出席者 

委 員：田口会長、星野副会長、大谷委員、大家委員、菰田委員、佐々木委員、藤田委員、

齋藤委員、得上委員、北山委員、吉田委員、青木委員、平林委員、 

辻委員、本間委員、堀切委員 

事務局：榊地域包括ケア推進担当部長、加藤福祉部副参事兼介護保険課長、久保田福祉部

地域包括ケア推進課長、関福祉部福祉推進課長、小林福祉部地域包括ケア推進課

調整幹兼地域包括総合支援センター長、内田福祉部地域包括ケア推進課副課長、

野口保健医療部地域医療課長、山越保健医療部市民健康課調整幹、会田福祉部介

護保険課調整幹 

    外３名 

傍聴人：４名 

《以下議事録》 

１ 開  会 

司  会  皆様、こんにちは。本日は、公私ともに大変お忙しい中、ご出席いただき、

誠にありがとうございます。 

      定刻となりましたので、ただいまより、令和２年度第２回越谷市介護保険運

営協議会を開会させていただきます。 

      当会議は、越谷市介護保険条例施行規則第９条第２項の規定により、委員の

過半数が出席しなければ、会議を開催することができないこととなっておりま

す。 

本日は、委員総数２０名のうち１６名が出席されておりますので、ここに会

議が有効に成立することをご報告申し上げます。 

なお、佐藤委員、蓮見委員につきましては、所用により、ご欠席との連絡を

いただいております。 
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２ 挨  拶 

司  会  それでは、開会に当たりまして、田口会長よりご挨拶をいただきたいと存じ

ます。 

      田口会長、よろしくお願いいたします。 

会  長  皆さん、こんにちは。 

今回は、このような状況で第２回目の会議ということになります。今回は、

いよいよ８期の計画の中心部分につきましてご検討いただくことになろうかと

思います。この後、詳細な計画と、具体的な計画ということになろうかと思い

ますけれども、それに至る前の骨子の部分というところで、市民にも分かりや

すい言葉とか、理解しやすい形を探っていかなくてはいけないかなと思います。 

また、越谷市の総合振興計画も同時に計画がなされるというところですので、

それにも沿った形で高齢者の対策をどうやっていくか、どう位置づけていくか

ということを考えながら検討していかなくてはいけないかなと思います。 

若干お休みが多いようですが、ぜひそれぞれのお立場でご意見を頂戴できれ

ばと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

司  会  ありがとうございました。 

      次に、本日の資料の確認をさせていただきます。委員の皆様には、本日の会

議資料につきまして、先日ご郵送させていただきました。 

まず、次第、それから右上に資料１と書いてあります介護保険事業計画の構

成、続きまして資料２となっております第８期計画の骨子案、続いて資料３と

振られております計画の体系図（素案）というものでございます。また、資料

別冊といたしまして令和２年度第１回の会議録、それから参考資料といたしま

して第５次越谷市総合振興計画基本計画の（素案）のもの、それから社会保障

審議会介護保険部会（第９１回）の資料、これらのほか、本日机の上に配付さ

せていただきました、資料４といたしまして施策の体系、それから表紙の部分

が第４章となっております。こちらにつきましては、第８期の介護保険計画の

レイアウトの素案となっております。 

以上９点でございますが、不足のものはございますでしょうか。 

       〔「なし」と言う人あり〕 

司  会  よろしいでしょうか。 

      これから会議の進行になりますが、会議の発言に当たりましては、挙手の上、

議長より指名の後、皆様の前の卓上マイクのボタンを押していただき、点灯を
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確認してからご発言をお願い申し上げます。また、発言後は、再度ボタンを押

していただきますようお願い申し上げます。 

      最後に、本日の会議は会議録作成のため議事内容を録音いたしますので、そ

の点ご了承をお願いいたします。 

      それでは、議事進行につきましては、越谷市介護保険条例施行規則第８条第

２項の規定に基づき、田口会長にお願い申し上げます。よろしくお願いいたし

ます。 

会  長  それでは、次第に基づきまして議事を進行させていただこうと思いますが、

まず事務局の方にお伺いいたします。 

本日、会議の傍聴の希望者はいらっしゃいますでしょうか。 

事 務 局  本日４名の方がいらっしゃいます。 

会  長  それでは、入室をお願いいたします。 

       〔傍聴者入室、着席〕 

会  長  それでは、傍聴される方にお願い申し上げます。 

会議中は、傍聴要領に記載されております内容をご遵守いただきますようど

うぞよろしくお願いいたします。 

３ 議  事 

（１）令和２年度第１回介護保険運営協議会会議録について 

議  長  それでは、次第に従いまして進めてまいりますが、本日は、内容としても大

体９０分程度の会議を予定しております。ただ、議事の進捗状況によっては、

時間が前後することがあろうかと思います。ご了解をお願いいたします。 

      それでは、初めに議事の１つ目です。令和２年度第１回介護保険運営協議会

会議録についてということですが、皆様方には何かご意見等ございましたらお

伺いいたします。何かあるでしょうか。事前に送られていて、確認はされてい

るかなと思いますが、よろしいでしょうか。 

       〔「ありません」と言う人あり〕 

議  長  はい、ありがとうございます。 

      それでは、質問がないようですので、前回の会議録はご承認いただいたとさ

せていただきたいと思います。 

（２）第８期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の構成・骨子案について 
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議  長  それでは、次の議事に入っていきたいと思います。 

      続きまして、議事の２つ目になります。第８期高齢者保健福祉計画・介護保

険事業計画の構成・骨子案について、まず事務局から説明をよろしくお願いい

たします。 

事 務 局  それでは、事務局から説明させていただきます。どうぞお手元に、令和２年

度第２回介護保険運営協議会資料１と書かれた介護保険事業計画の構成につい

てご用意ください。 

      こちら左側が第８期（案）で、右側に第７期として掲載させていただいてい

ます。第７期につきましては、現在計画の構成を記載させていただいていまし

て、左側の第８期（案）のほうで今回議事に諮っていただきたいというものを

記載しています。 

      今回の協議事項につきましては、第１章では、４、（１）、計画の基本理念、

続いて（２）、長寿福祉社会像、次のページに行きまして、第３章、１、計画

の基本目標、２、計画の主要施策、３、計画の重点事業。 

      続いて、次の議事になっております、体系と重複するところも出てくるので

すが、施策の展開として協議事項とさせていただいております。 

      続いて、資料を第５次越谷市総合振興計画基本構想（素案）抜粋と表紙に書

かれたものをご覧ください。こちらは、越谷市の最上位計画となっております、

総合振興計画の素案の段階ではございますが、抜粋したものでございます。 

      まず、１ページ開いていただきますと、総合振興計画の基本構想として、第

１章、第２章と、まちづくりの基本理念及び越谷市の将来像として掲載してお

ります。 

      続きまして、３ページ、第３章、まちづくりの目標、そして目標が６つの柱

として掲載しております。まず、目標の一つめ、多様な人が交流し、参加と協

働により発展するまちづくり。 

続いてが福祉の分野になります、みんなが健康で共生して住み続けられるま

ちづくり。 

目標３、都市と自然が調和した集約と連携によるまちづくり。 

目標４、持続可能で災害に強い安全・安心なまちづくり。 

目標５、魅力ある資源を活かし、都市の活力を創造するまちづくり。 

目標６、みんなが主体的に学び、生きがいを持って活躍できるまちづくり。 

以上６つの目標について越谷市の総合振興計画では掲げておりまして、今回
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福祉の分野につきましては、次の４ページで掲載しております、目標２、みん

なが健康で共生して住み続けられるまちづくりを中の分野として計画をつくっ

ていく次第でございます。細かい内容については、現状と課題、まちづくりの

目標というところを御覧ください。 

      資料に戻りまして、今度は資料２、左上、第８期計画の骨子案と記載してい

るものをご覧ください。こちらが、まず一番右側については現状の第７期計画

となっておりまして、一番左側、第５次総合振興計画（未定稿）という資料で

今ご説明しました第５次総合振興計画の素案の段階ではありますが、構成にな

っております。今回真ん中の第８期計画素案を策定するに当たって、第５次総

合振興計画で掲げている内容を考慮しまして、そこから第７期計画との変更し

た点を含めて第８期計画素案として策定しています。 

      まず、第８期計画（素案）の一番上、計画の基本理念なのですが、高齢者の

「自立支援」、市民・企業・行政の協働による「参加型福祉」、これに関して

は現状７期のものと同様で考えております。 

      続きまして、網かけになっている四角で、長寿福祉社会像、高齢者が健康で

みんなと共生して住み続けられる社会、こちらについても、大枠では第７期計

画のものと同じような内容ではありますが、言い回しを第５次総合振興計画の

ほうに寄せるような形で考えております。 

      続いて、計画の基本目標、ともに支え合いながら、高齢者が住み慣れた地域

で安心して生きがいのある生活を送ることができるまちを目指す、こちらにつ

いては、総合振興計画で言うところの大綱２、ともに支え合いながら暮らせる

地域をつくる、また２―５に記載しています、高齢者が安心していきいきと暮

らせるまちをつくるというところを含めて、こういった目標として掲げており

ます。 

      そして、その他で、国のほうから記載を充実するようにと、今のところ出て

おります内容については、７個掲載しております。 

      以上につきましてが第８期計画の構成・骨子案についての事務局からの説明

とさせていただきます。 

      以上です。 

議  長  ご説明ありがとうございました。 

      基本的にはこの資料２がメインになろうかと思いますけれども、ここで計画

の基本理念につきましては、第１期の計画からずっと踏襲してきているもので
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あると。一番上にあるところですね。これがぶれてしまうと、この計画も、１

期から８期までの計画もぶれてしまい、困るかなと思いますけれども。 

そして、あとそのほか長寿福祉社会像と、それから基本目標につきまして、

市の最上位の計画ですよね、総合振興計画です。それと併せて、表現を介護の

内容に変えたという形になるというふうなことだと思います。これを目指す形

で市の事業を進行していくという形になろうかと思います。 

      今回この基本理念のところ、それから長寿福祉社会像、それから計画基本目

標という部分につきまして、ご意見を伺えればと思います。表現のほう、総合

振興計画の文言に合わせて変えたというところと、市民にも分かりやすくとい

うところかなと思いますが、これについて、文言も含めて、ご意見いかがでし

ょうか。 

      Ａ委員、お願いいたします。 

Ａ 委 員  長寿福祉社会像のところで、「高齢者が健康で」と今回は変えられています

けれども、やはり健康でというのがどうしてもちょっと引っかかるので、年を

取ると、どこかしらに必ず何か不都合が出てきますので、これはやはり７期の

ように、「すこやかに」まではいかなくても「いきいきと」というような感じ

で変えていただければいいなと思った次第です。 

      以上です。 

議  長  ありがとうございます。 

      確かにそうですね。７期からとの比較で見ますと、「健康で」という文言が

入っていると。言い換えられているといいますかね。これにつきましてご意見

は。 

      Ｂ委員、お願いいたします。 

Ｂ 委 員  私もこの「健康で」という表現がすごく引っかかって、健康というのはやっ

ぱり人それぞれ違うし、多分すごく大きく捉えられるのかなと思ったので、私

も７期の「すこやかにいきいきと」という表現は、何も余り引っかからなかっ

たのですけれども、今回の「健康で」というのは、すごく表現の仕方がちょっ

と引っかかりました。私もここだけはちょっと。もう少し違った感じで、みん

なが、ああ、そうだよねと思えるような表現の仕方のほうがいいのかなと思っ

ています。 

議  長  ありがとうございます。 

      ほかのご意見いかがですか。同意見でも。 
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      Ｃ委員、お願いいたします。 

Ｃ 委 員  今のと同じようなことなのだけれども、まずみんなの長寿福祉社会像の中で

「健康で」という今のお話は、私もごもっともだと思います。「みんなと共生

して住み続けられる」というので、何となく「共生」という言葉が、言葉はい

いのですけれども、分かりやすく言うと、やっぱり７期のように「すこやかに

いきいきと安心して暮らせる」と。分かりやすいもの。行政というのは意外と

好きだね、「共生」というのが。この文言は、優しくて、柔らかくて、親しみ

やすいという表現がもっともだなと。感想です。 

議  長  なるほど。ありがとうございます。そういうような意見で構わないと思いま

す。市民の方がどのように感じるかということかなとも思いますので。 

      はい。ごめんなさい。 

Ｄ 委 員  これはどうか、ちょっと私、個人的な考えなのですけれども、「健康で」と

かではなくて、「生きがいを持って安心して暮らせる」という、「生きがい」

を入れたらどうかなと、ふと思っていますけれども、これは私だけの考えです。

入れるかどうかは分かりませんけれども、一応考えました。 

議  長  ありがとうございます。 

Ｎ 委 員  すみません、私の不勉強なのですが、健康についてはＷＨＯが、健康とは病

気でないとか弱っていないということでなく、肉体的にも精神的にも社会的に

も全てが満たされた状態にあることを言いますというようなことがあります。

別にここで使うということではないのですが、いろんな意味で、実存的な意味

でもということで使ったという経過があったのかなと。もしかしたら事務局が

そこまで考えていったのか、それとも、それだと伝わらないというのなら変え

ればいいのですけれども、いや、ちょっと言ってみただけです。すみません。 

議  長  ありがとうございます。 

      すみません、Ｄ委員が言った生きがいというのは、この基本目標のところに

入っていますね。そうですね。 

Ｄ 委 員  そうですか。すみません。 

議  長  いいえ、大丈夫です。ありがとうございます。 

      Ｅ委員。 

Ｅ 委 員  どういう言葉がいいのか、健康の代わりの言葉、共生に変わる言葉、どうい

う言葉か分からないのですけれども、高齢者の方は持病を持っている方が多く

いらっしゃるので、がんを持っていても認知症を持っていても、安心して住み
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続けられるのだよというような気持ちを盛り込んでいただけたらなと思いまし

た。 

議  長  ありがとうございます。 

      そのほかいかがですか。 

       〔発言する人なし〕 

議  長  Ｎ委員も言っておりましたけれども、健康という意味は、ＷＨＯで言うと大

分広い概念なのです。病気を持っていようが、障がいを持っていようが、肉体的、そ

れから精神的、社会的に安寧な状態とかという形で言われている。ただ、ＷＨＯのこ

とをそういう健康として理解していれば、ああ、そういうことなのだなと思えるので

しょうけれども、ただこうやって書かれたところでは、なかなかというところもあろ

うかなという気はします。 

あと、共生という言葉です。今も地域包括ケアシステムを進化させた地域共

生社会を目指しているというところ。先ほどの抜粋された総合振興計画のとこ

ろの文章も、ずっと見ていくと、ああ、もう共生社会というところに向かって

いる形の書き方だなという印象も受けますけれども、ただそれが分かっていて

のこの共生ということかなという気はします。 

      ご意見。お願いします。 

Ｆ 委 員  皆さんの意見が、大体共通しているのだろうと思うのですけれども、誰のた

めに書いているかが重要ですよね。 

議  長  そうですね。 

Ｆ 委 員  それで、事務局のほうは、これに合わせて言葉をいじっただけのことで、そ

れならば第７期の計画は結構すばらしいのではないかなと、今ふと感心しまし

た。だから、言葉が優しいということは、それだけ心を打って市民に伝わるの

ではないかと思います。 

議  長  なるほど。ありがとうございます。 

      表現についていろいろご意見が挙がっております。今長寿福祉社会像という

ところでの書き方の表現ですね。多分最初の打合せでも、実は市役所のほうで

も、この健康という使い方をどうしようかなということは出てはおりましたけ

れども。 

あとは、総合振興計画のところ、これとの対応関係を出したというところで

す。なので、市民に分かりやすい言葉ということも一つ分かりやすいという意

味合いがあるのと、それから振興計画のどこに当たるのだというところで、同
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じ文言を使うことによって分かりやすくとの考え方もあったというところでは

ないかなと思いますけれども。 

      そのほかご意見いかがでしょうか。 

       〔発言する人なし〕 

議  長  この長寿福祉社会像というところについては、今伺ったご意見を参考にして、

また事務局のほうで。  

事務局のほうのご意見お願いいたします。 

事 務 局  それでは、事務局から少しお話をさせていただければ。 

      いろいろなご意見ありがとうございます。皆様のご意見のように、事務局の

中でもこの健康という言葉と、それから共生という言葉、捉え方が様々あるだ

ろうと、そういうことで、そういう中で、健康で共生してという表現が適当か

どうかということは、事務局の中でも議論を進めてきたのですが、介護予防、

認知症予防という観点から、重症化を予防しつつ、また認知症があってもなく

ても、高齢者とそうでない人、高齢化、人口減少という波が押し寄せてくる中

で、地域で共に暮らしていこうと、そういうような将来像を目指すものとして

ここの表現を少し変えたわけでございますが、おっしゃるとおり、誰のための

計画かということもございますので、分かりやすいような表現のほうがいいと

いうご意見が多ければ、そこは前向きに検討させていただきます。 

参考でございますが、計画の基本理念の部分は第１期からで、長寿福祉社会

像につきましても、第１期から継続して７期まで、ほぼこの表現を使ってきて

いるということでございますので、８期においてもこれまでのを引き継いでい

ったほうがいいよというご意見が多く頂けるようであれば、検討させていただ

きたい。 

それから、共生という言葉なのですけれども、これにつきましては資料２の

一番下のところに、国の基本指針案の中でいろいろと盛り込まれていることを

並べておるのですけれども、その中では、地域共生社会の実現ということを国

が大きくうたっております。総合振興計画の中におきましても、先ほどの参考

資料で総合振興計画基本構想（素案）という資料をお配りしておりますが、そ

の中での２ページ目におきましても、越谷市の将来像ということで、「水と緑

と太陽に恵まれたみんなが活躍する安全・安心・共生都市」、今回この共生と

いうのが入ってきたわけでございます。 

それから、また１ページめくっていただきまして、４ページでも、その中で
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福祉の部分の目標という中でも、共生して住み続けられるまちということを前

面に押し出してきておりますので、事務局とすれば、その共生という言葉が使

えればなと考えておるのですが、その辺も含めて、改めてもしご意見があれば

頂戴をしたいなと思います。 

議  長  今事務局からも解説がありましたけれども、ご意見はいかがでしょうか。特

にこの共生という言葉ですね。 

      Ｃ委員、お願いいたします。 

Ｃ 委 員  今事務局で言われたような形で、共生がそんなにいっぱいあるならば、そこ

であえて共生に合わせることはないだろうと。そこにそうではなくて柔らかい

文章が適当かと思うのです。 

      それから、これはいいなと思ったのは、計画の基本目標というのは、第７期

から第８期に来ている、この文章はすごくいいです。越谷市民の特性とは何だ

というので。ところが、今度左側で、「ともに支え合いながら」という、この

７期から８期の文章はすばらしいという感想です。 

      以上です。共生ばかり共生ではなくて、この中にほかの国も共生だから、こ

こには柔らかい越谷市独自の内容が入ったほうがいいです。意見です。 

議  長  ご意見ありがとうございます。 

      そのほかはどうでしょうか。共生という言葉です。 

      Ｄ委員、お願いいたします。 

Ｄ 委 員  すみません、共生ではないのですけれども、よろしいでしょうか。 

議  長  共生ではない。はい。 

Ｄ 委 員  語尾というか、使い方なのですけれども、自治基本条例というのは、柔らか

く、分かりやすく、「ですます調」で多分使っていると思うのですけれども、

この文だと「ですます」は使っていないので、もしできれば「ですます」で統

一したらどうかなと思いました。 

      以上です。 

議  長  ごめんなさい、どこの部分。 

Ｄ 委 員  全てなのですけれども、では例えば。 

議  長  ごめんなさい、資料２の話ですか。 

Ｄ 委 員  はい。計画の基本目標で、最後に「まちを目指す」ではなくて、「目指しま

す」という感じで、その辺を変えたらどうかなと思うのです。 

議  長  ほかの文章との絡みもあろうと思いますので、ここは事務局にお任せという
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形でしょうか。ありがとうございます。 

Ｄ 委 員  いろいろ考え方があるでしょうけれども、自治基本条例に沿ってやるのであ

れば、「ですます」がいいのかなと。 

議  長  ありがとうございます。 

Ｎ 委 員  すみません、これも補足の情報なのですが、このたび社会福祉法というもの

が改正されまして、地域共生社会実現のための地域福祉どうのこうのというの

がありまして、いろんな、本当に分断されたサービスを含めて、みんなで助け

合っていこうよ、重層的にやっていこうよという、そういった動きもありまし

た。多分事務局は、もしかしたらそういったことも想定されておっしゃってい

るのかもしれません。ということも、あくまで情報提供として申し上げさせて

いただきます。 

もちろんやはりそうは言っても、こちらのほうが人間ぽくてよろしいという

ことであれば、もちろんそれはそれのほうがよろしいかと思いますが、一応そ

ういった、国が言葉を変えるというのは相当なことだと思うのですが、やはり

それを前面に打ち出さなければいけないというような意識になったということ

は、多分事務局もその辺りを踏まえておっしゃったのではないかと考えて、一

応情報提供まで、申し上げました。 

議  長  ありがとうございます。 

      そのほかどうでしょうか。この資料２を見ますと、基本理念というところが

まず一番上にあるということです。その中に、自立支援というのと参加型福祉

ということ、これらが長寿福祉社会像と、それから基本目標には入っていなく

てはいけないという意味合いがですね、そういう構成だと思います。 

      そして、長寿福祉社会像というところと基本目標で言いますと、基本目標は、

これは基本的には地域共生社会のことで述べられていることを言っているわけ

なのです。長寿社会像というところで言うと、その共生というところは、この

基本目標でかみ砕いて言われていることかなと思うわけです。地域共生社会の

ところで言うと、縦割りとか、支え手、受け手とかというところをなくして、

住民一人一人の暮らしと、それから生きがいということに結びつけていくとい

うところ、そういう社会をつくっていくという意味合いなのです。それが表目

標のところでしっかり述べられているかだと。Ｃ委員がおっしゃるとおりかな

と思います。 

長寿社会像という中でも、この共生というところは第７期のところではない
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こと、文言なのです。意味合いなのです。それをどう、この福祉社会像をみん

なで支え合っていくので、社会像ですからイメージということで考えますと、

どうこの中に文言として入れていくかということかなと思いますけれども、な

かなか難しいです。 

      では、Ｇ委員お願いいたします。 

Ｇ 委 員  事務局の説明をいろいろ聞いておりまして、うっかりしておりましたけれど

も、検討しておりますのは基本理念なのですよね。そうすると、基本理念の部

分というのは、後々の問題に全て引っかかってくるわけです。 

そうすると、例えば先ほどの健康にしても、それから共生にしても、確かに

皆さんのおっしゃるとおり引っかかるのです。ただ、ここで基本理念のところ

で、その部分を柔らかくしてしまい過ぎると、後々、後の条文は大丈夫なので

すか。それがちょっと心配になると思います。 

      以上です。 

議  長  ありがとうございます。 

      Ｆ委員、お願いいたします。 

Ｆ 委 員  我々は７期で一生懸命計画を立ててきた。これは、基本理念ですね。 

議  長  そうです。 

Ｆ 委 員  やってきたの。それを８期で変えるというよりは、私たちがやってきた主張

をきちっと唱えていくことが大事であって、それで分かりやすい言葉というの

は、市民に対して分かりやすい言葉。政府に対して分かりやすい言葉は必要な

いのです、そんなものは。 

だから、例えば計画の基本目標についても、私たちは地域包括ケアシステム

を強化してきたのです。それで、いろんなところで活動してきた。それが、こ

この言葉で７期に入っているのです。今度は結局うやむやになってしまってい

る。でも、この言うことを大事にすることが、私たちが今まで活動してきたこ

と。目標を変える必要はないのです、その根本は。それと、マッチングしてい

る、過去とマッチングしていかないと、急に政府がこう言ったからこうと、飛

びつくようでは、私たちは何のためにいるのか分からなくなってしまう。 

      以上です。 

議  長  ありがとうございます。 

      Ｇ委員がおっしゃるのは、この下のそれぞれの実際の具体的な事業計画を立

てていく上で、我々教員の立場で言うと、よくやるのですけれども、学校なん



－13－ 

かでやるとよくやるのですけれども、大きなところはかなり抽象的な形で、具

体的に書いていくというようなやり方。最初に具体的な、分かりやすく書いて

しまうと、この下も同じことの繰り返しになってしまってというようなところ

があったりするので、そういう構成の話だと思いますけれども。 

Ｆ 委 員  私も全く同じことを考えていました。ですから、前段のところで余りかみ砕

いたり、省略してしまったり、そうすると、後のほうで出てくるその部分とう

まくマッチしなくなるような気もちょっとしたので。それから、皆さんの、出

てきましたご意見、私もっともだと思うのです。私もそう思います。ですから、

具体的な項目のところでできるだけ分かりやすい言葉に直すというのは、私は

大賛成なのですけれども、全部をカバーしていなければならない理念のところ

で弱めてしまうと、全部をカバーできなくなるのではないかなという気がちょ

っとしたものですから。 

      以上です。 

議  長  ありがとうございます。 

      ご意見も大分出ておりますが、基本理念はこのままずっと続けていくとして、

それで長寿福祉社会像というところが大分議論になったかなと。議論といいま

すか、ご意見をいろいろいただいたかなと思います。 

第７期の書き方としては非常に分かりやすい。ですよね。多分そうだと思い

ます。その中で、この８期の計画でどういう表現をやっていくかというところ。

ただ、多分第５次振興計画というところと併せても分かりやすくと。そういう

部分でも分かりやすくということもあったのかなという気はしますけれども、

大分事務局のご苦労も分かろうかなと思います。 

      あと、共生というようなことを第７期は、この中には入っていないのですよ

ね。 

       〔「入っていないんです」と言う人あり〕 

議  長  ええ。入っていないのですよね。この言葉をどう入れていこうかなと。どう

いう表現で入れていこうかなというところかなと思います。 

      Ａ委員お願いいたします。 

Ａ 委 員  ただいまのところで、みんなと共生してというところで意見が出ていますけ

れども、私は高齢者が自分たち、高齢者だけでは生活ができないので、どうし

ても障がいを持っている方とか、それから小さいお子さんも、それからいろん

な方がいらっしゃるので、このまま共生という言葉を使うことに賛成です。 
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議  長  ありがとうございます。 

      共生という意味は、実はそういうことなのです。どうしてもこれらの、我々

の範疇でいいますと、どうしても高齢者という枠組みでの話になってしまいま

すけれども、そうではなくて、小さい子供たちも全部含めてという共生という

意味ですよね。 

      多分大体意見は出尽くしたかなと思いますが。いずれにしても、こういうよ

うなニュアンスといいますか、意味合いの文章を、特に全く駄目ということで

はなくて、表現の問題というところでご意見を伺えたかなと思います。 

      では、この長寿福祉社会像については、次回でもまた事務局でも検討してい

ただくかと。 

事務局、お願いいたします。 

事 務 局  すみません、いろいろとご指摘いただきましてありがとうございます。皆様

のご意見をお伺いいたしまして、基本的に基本理念については踏襲するという

方向でよろしいかなと考えます。これは、第１期に、こちらが平成１２年の３

月に介護保険法がスタートしたときに合わせてつくった第１期の計画です。こ

のときから変わっておりません。 

それから、長寿福祉社会像なのですけれども、この社会像についても、実は

第１期のときから全く変わっていないのです。第１期から第７期までずっと踏

襲をさせていただいておりました。やはり時代が変わってきて、高齢者の方々

が抱える問題というのは非常に複雑、多様化しておりまして、地域に住んでい

る皆様が、それぞれの立場から、何らかの役割を持って、お互いに配慮しなが

ら、助け合いながら、よりよい地域をつくっていかなければいけないという方

向性が非常に強く出てきております。 

そうした社会背景を加味した上で、先ほど説明しました市の最上位計画、総

合振興計画の将来像にぜひ福祉部として「共生」を入れたいと。これは福祉分

野が、これからはまちづくりに非常に重要になってくるのだと、そうした、強

い気持ちもあって最上位計画の将来都市像に共生都市というネーミングを掲げ

ることができました。 

こういった背景もありまして、その一つの分野別計画である介護保険事業計

画等につきまして、やはり共生という考え方は一貫して打ち出していくべきで

はないかという庁内の議論もあったわけでございます。ただ、その共生という

ところが少し分かりにくいよねという意見は、確かにそのとおりだと思います



－15－ 

ので、本編、冊子の中では、共生という意味合いに注釈をつけるなりして分か

りやすい表示には努めていきたいと考えております。 

      それからもう一点、「健康で」、この健康の捉え方も同じような意見が出ま

した。健康と一言で言っても捉え方がやはりいろいろなものですから、これは

７期と同じように、「すこやか」とか「いきいき」という表現を使ったほうが、

皆様にとって、市民の方にとって分かりやすいのではないかという意見も庁内

の会議でもございましたので、この点についてはまた次回修正をさせていただ

くという形になるかと思いますが、改めてお示しをさせていただきたいと思い

ますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

      以上でございます。 

議  長  ありがとうございました。 

      共生という言葉につきましては、これからやはり、今まではそういうような

ところというのは余り前面に押し出されていなかったということでしょうか。

でも、やはりこの抜粋をよくよく読んで見ると、やはりみんな一緒に、いわゆ

る共生してというところがすごくよく書かれているのです。なので、そういう

ところが第７期と８期とでは一つ違う部分かなと思います。なので、この第７

期のところにそういう共生してという、高齢者だけではなくてという、共生し

てという意味合いも含めるという中でやっていければと思いますけれども。 

      それでは、大分ご意見もいただきましたので、基本目標については、これは

これでよろしい。 

       〔「いいです」と言う人あり〕 

議  長  いいですね。ありがとうございます。それでは、このぐらいのところで、次

回またこの長寿福祉社会像についてご提示いただけるというふうなところでお願いい

たします。 

（３）第８期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の施策の体系（案）について 

議  長  それでは、続きまして議事の３つ目になります。第８期高齢者保健福祉計

画・介護保険事業計画の施策の体系についてで、また事務局の方、ご説明をよろしく

お願いいたします。 

事 務 局  それでは、施策の体系についてご説明をさせていただきます。 

      資料について、右上資料３と書かれたＡ３の資料をご用意ください。先ほど

お使いになった第５次越谷市総合振興計画基本構想の素案５ページも併せてご
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覧いただけたらと思います。 

      まず、資料３、左上に第５次総合振興計画の（案）、そして施策（大項目）、

（中項目）、具体的な取組みと横に並んで記載しておりまして、下に矢印で伸

びて第８期計画、こちらが介護保険の計画でございます。対応するような形に

なっておりまして、第５次総合振興計画の施策（大項目）の部分についてが、

先ほどの第５次総振の基本構想抜粋資料で言う５ページの大綱２の中の柱２―

１にあります「ともに支え合いながら暮らせる地域をつくる」という部分と２

―５、「高齢者が安心していきいきと暮らせるまちをつくる」というところが

大項目になっておりまして、こちらが第８期介護保険計画においては基本目標

として掲げた部分に対応しております。 

      続いて、第５次総合振興計画の施策、真ん中の中項目、６つ柱がございます

が、こちらについても先ほどの総合振興計画の大綱の中に含まれているものを

介護保険事業計画では主要施策の大項目として考えております。 

      介護保険の主要施策の大項目の内容につきましては、資料３の右ページの下、

施策体系というところに記載しておりまして、まず１つ目、健康寿命の延伸と

高齢者の社会参加の促進、２つ目、地域で安心して暮らせる支援体制の充実と

介護予防の推進、３つ目、介護サービスや住まいなどの基盤整備と人材の確

保・質の向上、４つ目、医療と介護の連携の推進、５つ目、共生と予防を両輪

とした認知症施策の推進。この大項目の中の中項目、柱としてそれぞれ幾つか

設定しておりまして、その下にさらに事業として各事業がぶら下がっていくよ

うな形になります。 

      続いて、資料の４につきましては、施策の体系として７期と８期で若干位置

を前後しているものですとか、場所を変えている内容がございますので、こち

らを参考に掲載しております。 

      続いてが、一番表紙、第４章と記載されている資料です。本日の配付資料に

なります。 

      こちらにつきましては、今の第７期の計画の冊子になっているもの、これの

８期にした場合に、こういった掲載の仕方をするのはどうかという案になって

おりまして、第７期の計画では主要施策、重点事業などが再掲しておりまして、

冊子を読む際にはページを前後することも多々ありますので、そういったこと

をネックと考えまして、例えば（１）の居宅サービス、介護保険課というとこ

ろについては、まず１個簡単な説明を入れまして、続いて現状と課題、その下
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にさらに市区町村などが行いましたアンケートの調査結果等のグラフと説明文

を挿入しまして、その最後に取組と目標という形で各項目ごとに一まとめにし、

ページが前後することのないように掲載していけたらどうかと考えております。 

      以上で議事の３つ目の説明とさせていただきます。 

議  長  補足で。 

事 務 局  すみません、少し補足をさせていただきます。 

      最後にお話をいたしました第４章の各事業についての現状と課題というか、

主な取組目標というこの資料につきましては、あくまでもイメージということ

で、主要施策、それから施策大項目、中項目、その下に事業がぶら下がってく

るのですけれども、この事業の部分がこんな感じのイメージでページがつくら

れていきますよということで、あくまでも参考と考えていただければと思いま

す。 

議  長  ありがとうございました。 

      皆様方、基本的には資料３と、それから今日配られました資料４というとこ

ろ、この２つがメインな議題の部分になろうかと思います。 

      それで、先ほどお話がありました、この基本目標ということです。基本目標

は、もうこれはばっちりだという話がありましたけれども、そこにぶら下がる

といいますか、ではこの施策の体系というところがローマ数字でⅠ、Ⅱ、Ⅲ、

Ⅳ、Ⅴと、資料３の右側になります。基本目標を達成するために、こういう施

策の体系で主要施策大項目がⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴというところが並んでいると。 

このⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴというところを、これは第８期の計画でこの資料３

には書かれていますけれども、では第７期との対応関係がどうなっているのか

というところがこの資料４です。今日配付された、資料です。このローマ数字

のⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴというのが第７期との対応関係がどうなっているのかと

いうことを示したものがこの資料４になるというような説明だったかと思いま

す。第７期から考えると、ちょっと並び順が変わっているというところもあろ

うかなと思います。 

それから、先ほど出ていた共生という言葉も出て議題ということでしょうか、

第５番目にね。 

共生はやはり普及していかなくてはいけない言葉かなと思いますけれども。 

      ではまず、この主要施策の大項目につきましてです。これは、この後、中項

目として柱となってくるものが何本ずつか出てくると。より具体的になってい
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くということです。そういうためのまとめに入るものとして、まとめられるも

のとして、このローマ数字Ⅴまでのやつ。まず、このローマ数字Ⅴまでのとこ

ろの文言も含めましてご意見をいただければと思いますが、いかがでしょうか。 

      Ｈ委員お願いいたします。 

Ｈ 委 員  ５項目の中の３番目のところなのですが、こちらには介護サービスの住まい

の基盤整備と人材の確保と２つの内容が含まれているのです。もうそろそろ介

護サービスの基盤整備よりも、介護の事業所の立場から申し上げさせていただ

くと、人材の確保というのが非常に課題でございます。それを分けていただく

ことは可能かどうかというご提案でございます。 

議  長  ありがとうございます。 

      ご意見としましては、３番目ですね、ローマ数字の３番目、介護サービスや

住まいなどの基盤整備と人材確保、基盤整備というのと人材確保・育成という

ところをしっかり分けて大きな柱にしたほうがいいのではないかというような

ご意見でしょうか。 

      多分これは２つのことが含まれるがために、中項目だと７本という大きな本

数になっているのでしょうかね。 

      そのほかご意見はいかがでしょうか。 

Ｎ 委 員  １点確認してよろしいでしょうか、事務局に。 

      今のすばらしいご意見だと思っています。特に市民への普及とか、そういっ

た福祉職のイメージアップということ、それから給与の問題含めて、すごく大

きな問題だなと思う。事務局から見て、これを分けてはいけないという何か規

定とかはあるのですか、素朴に。聞いてみているだけなので。あったらあった

で、この項目に沿いなさいというのなら、分けてはいけないし、そうではなく

て、これは重要で、特に越谷もこれからこういったことに対してのことであれ

ば、また１つの項目として設定する必要もあるでしょうし、その辺りの分けて

いいかどうかというような規定みたいなのがあるかどうかだけは、せっかくの

ご意見なので、確認しておいていただいたらいいかなと思います。 

事 務 局  この項目を分けてはいけないという考えはございません。大項目として幾つ

かの柱を設けていく中で、３番目に、全体的には介護サービスをしっかりと維

持していくサービスの確保、充実という中に、住まい、それから働き手として、

介護の担い手として、教育していただける人材というのを一本化したというよ

うな経過でございまして、これを２本立てから、一つにまとめなくてはいけな
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い、２本に分けてはいけないというような国の考え方もございません。 

議  長  ありがとうございます。 

      Ｈ委員、今せっかくご発言がありましたので、Ｈ委員が考える基盤整備とい

うところは、どのようなイメージで書かれ、この後、多分中項目として書かな

ければいけないでしょうから、ちょっとご意見をいただければと思いますが。 

Ｈ 委 員  基盤整備は恐らく施設の数ですとか、箱物のイメージなのかなと思っていま

す。ただ、ここの部分ではなくて、もうそろそろ人材の確保を全面的に越谷市

はやっているのですよというのをアピールしていかないと、本当に今後介護難

民が出ないとも限らないので、それだけ深刻であるということを介護の事業所

の立場としてはお話しさせていただいているという状況です。 

議  長  分かりました。基盤整備は物理的なところだけではなくてというところもあ

ろうかと思いますが。 

      Ｆ委員お願いいたします。 

Ｆ 委 員  大項目の中の４番に、医療と介護の連携による支援の推進とあるのですけれ

ども、その中項目に、在宅というのがあるのですけれども、どうも全体を見て

いると、国は在宅医療についてもっと振り向けていこうという意向があるので、

大項目の中に在宅と入ってこないのですよね。こういうふうに、事実上、医療

機関に全部入れることはできない現状ですから、在宅医療がどれだけ充実か。

それとあと、かかりつけ医の重要性がすごく問われているのです。だから、そ

の辺がこの中で含まれているのですけれども、大項目に入ってくるようなこと

がないのではないかなと思ったのです。 

議  長  Ｆ委員ありがとうございました。 

      多分この４番については、医療と介護という、医療というだけに対して、中

項目だと在宅医療ということしか出てきていない。であれば、大項目に在宅医

療と明記してもいいのではないかというようなことでしょうかね。ありがとう

ございます。 

      Ａ委員お願いいたします。 

Ａ 委 員  １点質問があります。 

      ３番目のところで、先ほどおっしゃっていたように、「介護サービスや住ま

いなどの基盤整備」と書いてございますけれども、この住まいなどの基盤整備

ということは、いわゆる施設の基盤整備ということでしょうか。国でサービス

付き高齢者向け住宅とか有料老人ホームを増やそうということをうたっていま
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す。それは、居宅扱いになると思うのです。そうすると、この４番の在宅医療

というところは、そこにも入ってきてしまうのではないかなと思ったのですけ

れども、その辺はどういうふうに考えたらいいのか教えていただきたいと思い

ます。 

議  長  ありがとうございます。 

質問というところですが、回答はよろしいですか。 

事 務 局  この大項目、ローマ数字のⅡとⅢ、それからⅣとⅤ番という部分の中身が一

部かぶっているかなと感じるところがございます。そういうような中でおっし

ゃるとおり、住まいというのは、サービス付き高齢者向け住宅ですとか、有料

老人ホームですとか、これまで介護保険サービスの整備とされてきたことにつ

いても、国では充実をしていこうという考えがございます。 

在宅医療ということにつきましては、そういうところを利用されている方も、

ある意味アパートのようなイメージもございますので、そういった方も含めて

在宅医療というような解釈にもなってくるかなと思います。ですので、Ⅲに載

せるかⅣに載せるかというのはいろいろ内部でも議論したのですが、ちょっと

ここのすみ分けがはっきりされていないというような状況を感じられることは

あろうかと思います。 

      それから、医療と介護の連携と表現していますけれども、これも国の指針に

おきましては、在宅医療という単語を使って前面にその取組を押し出してきて

もおりますので、そこら辺については、表現については皆さんからご意見をい

ただきながら検討していきたいなと思います。 

議  長  ありがとうございます。 

      そのほかご意見はどうでしょうか。今聞きながら考えていましたけれども、

Ⅲについては、介護サービスや住まいというところ、基盤整備とはどういうこ

とを言うのかなとちょっと考えてしまったかなと思います。基盤整備とは、物

理的な整備、それから制度的な整備、それからそれこそ人材を含めて人的な整

備とか、そういう基盤とはいろいろな部分があろうかなと。これを分けて考え

るというのもどうかなとも思いますけれども、中項目に入れるというふうなと

ころもあろうかなとは思いますけれども。 

      多分医療と介護というのが４番目にあるので、介護サービスと住まいという

のを３つ目に入れたというところもあろうかなという気はしますけれども。 

      そのほかご意見どうでしょうか。 
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       〔発言する人なし〕 

議  長  この基本目標がすごく分かりやすいのに対して、大項目は大分難しい言葉に

なってはいますけれども。 

      Ｉ委員。 

Ｉ 委 員  話がちょっと重複してしまうかと思うのですが、先ほどＨ委員の発言、全く

同じなのですけれども、ただ１点、基盤整備と人材の確保・育成というのをあ

えて分けていただきたいというのが、ローマ数字のⅠからⅤに６つ目に挙げて

いただくことで、具体的な介護従事者等の確保、質の向上に対してどうやって

いくのかというのが大項目として列挙されるというところが決定的に違うのか

なと。 

それが、これからしっかりやっていくのだというところを、どうしても今の

記載の仕方のままですと、それでは具体的に何をどうやっていくのか、その目

標設定、達成したかしていないかといったところがやはり弱くなってしまうと、

今現状いろんな世の中大変な時期になってきていますが、それよりも前からも、

なかなか担い手のほうが不足して介護難民が出かねないという状況もやはりあ

りますので、社会保障の現場ということで、やはり担い手がいないからサービ

スが受けられない、そういった市民が出ないようにという意味も含めて、やは

りローマ数字の大項目のほうに分けていただけたら現場としてはありがたいな

と思っております。 

議  長  ありがとうございます。 

      この３番目についてはいろんなご意見が出てきているかなと思います。多分

これは今、大項目だけの話を今ちょっとしてしまっていましたけれども、併せ

てこの中項目も立てていかなくてはいけないかなという気はします。中項目、

またさらに別途の具体的な事業というふうなことに落とし込まれていくという

ことになろうかと思います。それで、先ほど第４章というのが具体的な事業に

なるのだというところで、この中に各事業の目標値だとかが示されていくとい

うことかなと、そういうイメージで捉えてもらったらいいかなと思います。 

      それで、参考までにですが、この後、事務局がまた整理をしなくてはいけな

いと思いますので、この３番目について、資料４を御覧ください。資料４です。

左側の第８期のⅢがあります。その中に７つの項目が中項目として入っていま

す。ここで基盤整備と、それから人材確保・育成というところを大項目として、

大きな柱として分けた場合、中項目としては、どれとどれがどっちに当てはま
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るのかということで考えたらどうでしょうか。 

これで言うと私も、分けた場合、これをどういう当てはめ方になるのかなと

思ったりして。ちょっとごめんなさい、会長の疑問で進めてしまっていまして

申しわけないのですが。 

      基盤整備というのは…… 

       〔「よろしいですか」と言う人あり〕 

議  長  すみません。 

事 務 局  そこの介護従事者に関わる部分を一つ大項目に出せないかということでござ

いますけれども、この部分につきましては、国のほうで第８期計画の中で充実

をする項目ということで、将来を見据えたサービス基盤、人的基盤の整備とい

う形で、表現の仕方が若干この計画案とは違いますけれども、並列で並べてい

る形になっています。 

今資料４をご覧になっていただいておりますが、資料４の第８期のⅢのとこ

ろに、（１）から（６）までにつきましてはサービス等の基盤整備、それから

（７）がその人材の確保というところに当たります。ボリューム的には今この

ような感じになっておるのですが、介護人材の確保ということにつきましては、

市が直接的にできるものではなく、どうしても側面的な支援という立場になっ

てしまうのかな。あわせて、事業所の皆さんと協働でこういったことに取り組

んでいきますよというような書き方になってしまうのかなという感じた中で、

今回の大項目一つに取りまとめをさせていただいたわけでございますが、別立

てをするということについて、できないということではございませんが、先ほ

どおっしゃっていただいたように、ちょっとその下にぶら下がる事業、それか

ら目標立てが少し難しいのかなということで、１つの大項目にまとめさせてい

ただいた経過がございます。 

議  長  補足ありがとうございました。今、分け方の説明をありましたので。 

      そのほかご意見、大項目、中項目。 

      Ｇ委員お願いいたします。 

Ｇ 委 員  皆さんのご意見をいろいろ伺っていまして、基盤整備という言葉が非常に悩

ましい言葉のように見受けます。通常の意味でいきますと、基盤整備というの

は一番初めに出てくる。目標を達成すると、時限立法的になくなるというよう

な普通思いで見ていますけれども、実際にその基盤整備の部分というのはほぼ

完了したのかと、それともこれからずっと続けていくのか、ないしは初め目標
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としていたものの、姿が変わって、続けざるを得ないのか、その辺のところが

みんな混じっているような気がしまして。本来基盤整備というその表現からだ

け考えますと、達成したらなくなると。ないしは表現を変更していく、そうい

うような部分があると、こういう議論をしなくて済むのかなというような感想

でございます。 

      以上でございます。 

議  長  ありがとうございます。いろんなご意見があろうかと思います。 

      そのほかご意見はいかがでしょうか。大分発言は熱くなっておりますが、ま

だご発言いただいていない方もいらっしゃるかと思います。ぜひそれぞれのお

立場で。 

      Ｊ委員、いかがですか。いかがでしょうか。 

Ｊ 委 員  私も、介護従事者等の確保、向上という部分については、今事務局からもご

説明ありましたけれども、その下の項目だけでは難しいというお話もあります

が、ぜひこの辺については表に出していただいて、それを分かりやすくするこ

とによって、行政のほうから側面的な支援というお話ですけれども、その下で

働く事業所等についても取り組みやすい目標になるのかなと思いますので、ぜ

ひこの辺はぜひ強調していただけるとありがたいかなという気はします。 

議  長  ありがとうございます。 

      そのほかいかがでしょうか。当ててしまうとどうもあれなのですけれども。 

      Ｋ委員、いかがですか。 

Ｋ 委 員  私は、この資料をぱっと読みまして、これからの共生化社会に目指した介護

保険を考えているのだなということがよく分かったと思います。 

      以上です。 

議  長  いいです。ありがとうございます。 

      そのほかいかがですか。大丈夫でしょうか。 

      では、大項目については、５つ挙がっておりますが、先ほどのⅢのところを

もう一度ご検討いただくという、今回この協議会ではご意見というところかな

と思います。 

      それでは、議事の３番目については以上としますが、よろしいでしょうか。

大分皆様方からのご意見をいただいてきているところではございますが、１時

間半をめどにしたところでは、まだもうちょっと時間はあろうかと思いますけ

れども。 
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      それでは、これら主要施策、大項目までの表現というところにつきましては、

少し事務局でもう一度ご検討いただくというところをお願いしたいと思います。 

      それでは、ほかにもしも今までのを通しましてご意見があればと思いますが、

どうですか、いかがでしょうか。 

      Ｃ委員。 

Ｃ 委 員  ぶり返してしまうのですけれども、話が。 

議  長  いや、いいです。 

Ｃ 委 員  ここに長寿と、長寿福祉社会というので、資料２なのだけれども、長寿福祉

社会像とさっきから議論もいっぱいあったけれども、どういう具合にするか、

共生にするかという話なのだけれども、いろんな障がい者の話も出たのだけれ

ども、「長寿」と書くから、すこやかになどという話が出てくるのであって、

長寿でなくなれば、福祉社会筆頭だから、さっき介護とかいろんな分野でみん

なが共生してという文章が出てくる。ここは、あくまでも長寿福祉社会を目指

すということで書いてあるから、ここに照らし合わせれば、共生を書かなくて

も良い気がするのだけれども、こういう優しい文句がいいだろうといって。長

寿がなければ。 

だから、目的に書いてあるから、年寄りという意味だ、早く言えば。そうだ

ろう。年寄りだろう。年寄りの意見をさっきから言っているのだから、そうし

たら優しくいわゆるいい話だという素朴な話です。 

      以上です。 

議  長  ありがとうございます。 

      ほかに、通してご意見はよろしいですか。 

      それでは、全体としては特にはご意見がなさそうですが、次回、多分このス

ケジュールでいきますと、次回はより具体的な事業が案として出てくるという

ところではないかなと思います。 

ごめんなさい、ここの議事にはないのですけれども、もうちょっと、５分ほ

ど時間をちょっと頂きまして、もしも具体的な事業として、これは皆さん方お

持ちですか。これはないかな。第７期のところでの事業なんかもあります。そ

れも参考にしながら、それぞれのお立場で、こういう事業があったらいいかな

というところだとか、または多分この事業としても、もう市役所が行うという

ことではなくて、やはりそれこそ共生ということもありますので、または主体

的にというところも大分言われているところですので、皆さん方の立場として、
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または専門職のところとして、こういうことに、こういう事業ならやれるので

はないかと、自分たちも協力できるのではないかということも含めて、何かご

意見があればと思いますけれども。 

Ｈ委員お願いいたします。 

Ｈ 委 員  くどいようで申しわけないのですけれども、先ほどの人材確保の部分でござ

いますが…… 

議  長  そっちですね。 

Ｈ 委 員  今後の取組の中に、ぜひこの人材確保の実行委員というのを今後つくってい

っていただきたいなというのが１点と、それから新たな介護職員の発掘のため

の研修、こういった事業も取り組んでいただきたい。 

      また、もうちょっと若い方々に、小学生ですとか、そういった方々にも介護

に関心を持っていただけるような出前講座ですとか、またそれから資格を取得

するに当たっての補助、それから家賃補助、こういった事業を盛り込んでいた

だきたいなと思っております。 

議  長  ありがとうございます。 

      このような形で、ざっくばらんな形でそれぞれご意見をいただきながら、委

員のみんなで共有できればなとも思いますので。 

      ほかにどうでしょうか。 

      お願いいたします。 

Ｃ 委 員  今の話の中で、事務局に伺いたいのですけれども、要するに介護に関係する

教室であるとか指導する場所であるとか、そういうふうなプログラムがあるの

だと思いますけれども、今分かる範囲で、何か積極的にそういう人たちを育成

するという状況の中にあるのでしょうかという、ちょっと質問したい。越谷市

としての。 

議  長  今把握されている中で、この介護人材の育成というところ、７期でも出てき

ているかと思いますので、今のおおよその状況だけでも、分かる範囲でということで

すが、よろしいですか。 

事 務 局  人材育成につきましては、埼玉県が中心となって様々な研修等を設けておる

のですが、本市といたしましては、既に介護の現場で働かれている方を対象と

した研修会、例えばケアマネさんの研修ですとか、それから主任ケアマネさん

なんかにつきましては、５年間の更新ということが義務づけられましたので、

そのお手伝いをするための研修の実施。今日委員さんとしておいでになってい
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ただいていますが、介護保険の事業者連絡協議会さんと共催という形で、前回

は越谷レイクタウンお借りして介護フェスタを開催し、お店に訪れる方を呼び

込んで、マッチング、面談とかをしていただいたと。それによって、ほんのわ

ずかですが、仕事に就かれたという方もいらっしゃるようですが、それについ

ては今のところそのような取組の範囲でございますが、今後に向けてというこ

とで、事業者連絡協議会さんと相談をしながら、ではもっとこういうことを知

ってもらうように小中学校にチラシを配っていこうよとか、様々な広がりを今

相談をさせていただいているところでございます。 

議  長  はい。 

Ｃ 委 員  これから大変な、高齢者が目の前に来ているわけなので、今のお話だと、ど

うも後手後手に回りそうな雰囲気の考え方だなと思う。やはり積極的にそうい

うふうな研修であるとか、市が財団か何かつくるとか何かでもって、財源を融

資して育成をするという、積極的に育成をするという、そういった形の中の施

設が越谷市として何か欲しいなと。あるいは募集、会社ではそういうふうなと

ころの教室を開くとか、学校を開く、学校ということはないだろうけれども、

そういう専門的な形を取るような考え方も、これからは前向きでしていただく

といいのかなと。それがいわゆる高度な形の老人のいろんな形が生み出てくる

ものだと思うのだ。今、ただ勉強、ただ研修する、研修するではなくして、そ

ういう専門学校というか、専門的な形のものが何か形としてあればいいなとい

うのが私の感想です。 

       〔「一つよろしいですか」と言う人あり〕 

議  長  はい。 

事 務 局  今お話をいただきましたように、実は本年度予算化をいたしまして、どうし

ても今介護の現場では外国人の手を借りないとなかなかやっていけないという

ことで、市が直接的にその研修を開催するわけではないのですが、研修を開催

してくれる事業者さんを募りまして、全体で５００万という予算ですけれども、

５００万今年度予算計上いたしまして、そのような事業所を募って、外国人の

育成というところにも今年度新たな事業として取り組んできたところでござい

ますので、貴重なご意見をいただきましたので、できる限り市のほうも、予算

の都合もございますが、いろいろと検討してまいりたいと考えています。 

議  長  ありがとうございます。 

      Ｆ委員お願いいたします。 
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Ｆ 委 員  今介護職や、医療従事している人たちが離職していくというか、こんなに厳

しいなら、あるいはコロナみたいな病気にかかってしまうような危険なところ

にいたくないということで、現在仕事をしている人が辞めていくような傾向に

あるのです。だから、この人たちにどうやって手当てしたり、介護職というの

が楽しいのだと、どこかで楽しいのだという植付けというか、それをそれなり

に教育ができたら、手いっぱいなのに、教育しろなどというのは難しい話かも

しれないけれども、どこかで手を打たないと、どんどん、どんどん離職してい

て、また実際に看護師さんとか介護福祉士さんの免許は持っているけれども、

私は仕事に就きたくないという人が私のZ地区でも何人もいます。ですから、

そういう人たちが進んで介護職に就けるような環境づくりというのが大事では

ないかと。どこかにそういうのを呼び込むというか、あるいは楽しいのだよと

いうようなこと、現在こういうコロナの時期で、楽しいのだと言えないかもし

れぬけれども、何かそういう施策が必要ではないかと思います。 

議  長  ありがとうございます。 

      大分人材育成に入っていますが。 

      Ｋ委員、お願いいたします。 

Ｋ 委 員  人材についてですけれども、介護支援ボランティアもきっと人材の一つに

入ると思うのですけれども、第７期のときかな、計画のところに、３２年度

というと今年度のことですね、令和２年のことかな。４４０名を予定とかし

ていらっしゃると。今現在二百六、七十名の方が登録していらっしゃって、

しかもこのコロナで多分施設に行かれない方が多いかと思うのです。どうい

う計画でこの４４０人が出てきたのかなといつも私は思っていたものですか

ら。それから、このコロナで、きっと施設のほうにボランティアさんも行き

かねていると思うのですけれども、どういうふうにしていかれるのかなと思

っておりますので、ひとつそのところを。 

議  長  ありがとうございます。取りあえず今回は意見だけお聞きするという形で。 

今後８期の計画を立てるにしても、我々のほうでも、やはりこれぐらい必要

なのではないか、こういう根拠でというふうなところを言っていかなくてはい

けないかなと、それぞれの立場でね、とは思いますので。ぜひそれぞれのお立

場での資料を持ってきていただければと思います。 

      時間も大分迫っておりまして、勝手に私がいろいろなご意見をと言ってしま

いましたけれども、特段もしもほかになければ。 
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      Ｌ委員、お願いいたします。 

Ｌ 委 員  事業計画とはちょっと外れるのですけれども、国で介護福祉の従事する人た

ちに慰労金が出るのですが、このたび越谷市でも独自に慰労金が出ることにな

りまして、恐らく昨日あたりからですか、申請の受付が始まっているのかなと

思います。早速現場に入りまして、その話をしたところ、久方ぶりに笑顔が返

ってきております。だから、現場は非常に厳しいですけれども、越谷市として

も決して見捨てていないという言い方は変ですけれども、気にもかけていると

いう、そういう気持ちが伝わったかなと思っています。 

介護保険課の皆さんは非常にご苦労をされたかなと思いますので、現場に代

わりまして感謝を申し上げたいと思います。ありがとうございました。 

議  長  ありがとうございます。情報を共有させていただきます。やってない、やっ

てない話ばかりでね。 

      そのほかもしもご意見がなければと思いますが。 

      Ｍ委員、何かないですか。大丈夫ですか。 

Ｍ 委 員  次回に。 

議  長  次回に取っておきますか。分かりました。 

４ その他 

議  長  Ａ委員。 

Ａ 委 員  質問していいでしょうか。 

議  長  質問、はい。 

Ａ 委 員  実は今回の新型コロナウイルスのことで、レイクタウンにある老健から集団

感染が発生したということがありました。それで、そこに通っているほかの人

でも、ほかの例えばデイに行ったりデイケアに行ったりしている方たちもいま

した。私の友達もみんな介護の仕事をしていたりする人がすごく多いのですけ

れども、物すごく気を使って、ほかのところにどこにも行かないようにとか接

触しないようにとか、すごく気を使っているのですけれども、今回その老健で

出たことによって、市ではどのような対応を取っていただいたのか教えていた

だきたいなと思っています。 

事 務 局  それでは、これは新聞、テレビ等で報道がありましたけれども、市内の老健

施設でのコロナの集団のクラスターの発生というところで、簡単にご説明させ

ていただきます。 
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      そういうコロナ禍におきまして、各介護事業者さん、従事者の方は、非常に

いろんな心配がありながら、その間頑張っていただいている、そういうお礼を

含めて、今非常に温かいお言葉を頂きましたが、昨日から介護施設、事業所で

働く方お一人当たり２万円、ほんのわずかなのですけれども、お一人当たり２

万円支給をさせていただきたいということで申請の受付を開始しています。 

      老健についてなのですけれども、知らない方もいらっしゃるとあれなので、

簡単に概要を説明させていただきます。 

      老健施設、一般的には入所の施設というイメージだと思いますが、通所のデ

イケアを実施されておりまして、今回コロナが発生したのは通所のデイケアの

部分でございます。最初に陽性反応が出た方については、その中の職員さんと

いうことで、そこから濃厚接触者をたどっていきまして、最終的には職員で４

名、利用者の方については１１名、全体で１５名の陽性の方が発生したという

ことで、８月２日の日に記者発表とさせていただきました。 

      なお、ＰＣＲ検査に関しては、全体で職員、利用者等を含めて約３００名の

実施をしたということでございます。 

そういう中で、一番大変だった施設に対し、市として何か支援していかなく

てはいけないということで、市のほうにも数限りがありますが、要望を聴き、

防護服、マスク、消毒用のアルコール、そういったものを一式提供させていた

だきました。 

それから、通所の施設ということですので、利用者の方はご自宅に帰られて、

ご家族もいらっしゃいます。あるいはほかのデイサービスに通っていたり、ヘ

ルパーさんの派遣を受けていたり、あるいはケアマネさんと面談をしたりとい

う機会がご自宅においてはあるわけなのですけれども、そちらへの感染の広が

りを少しでも抑えていきたいということで、施設さんにも了解をいただきまし

て、施設等の名前を公表して、各事業者さんに「この施設において新型コロナ

ウイルスの陽性患者が発生いたしました。関わりのあるケアマネさんについて

は、十分な配慮をいただきたい」というような案内等も送らせていただいて、

それを記憶では第３号、第４号まで、４回までだと思いますが、定期的に発信

をさせていただいて、外への広がりを抑えてきたというような状況でございま

す。 

議  長  ご説明いろいろありがとうございました。 

      それでは、若干時間がずれてしまいましたけれども、これで全ての議題は終
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了したところにはなります。 

      ほかに特に何もなければ、今回の会議の運営協議会は終了させていただこう

と思いますが、よろしいでしょうか。 

       〔「はい」と言う人あり〕 

議  長  ご協力によりまして、滞りなく、意見も大分出していただきましたので、前

回は私、大分息が、自分ばかりしゃべってつらかったのですが、今回は私の息も大分

よく、進ませていただきました。本当にありがとうございました。 

      新型コロナもそうですが、熱中症の数も大分多くなっていますので、お気を

つけいただければというふうに思います。本当にどうもありがとうございまし

た。 

      それでは、進行を事務局にお返しいたします。 

司  会  田口会長、長時間にわたり議事進行をありがとうございました。 

それでは、事務局より２点皆様にお伝えをさせていただきます。まず、１点

目、次回の運営協議会の日程でございます。こちらにつきましては、１０月の

下旬を予定しております。詳細な日程が決まりましたら、改めて皆様にご通知

差し上げますので、よろしくお願いいたします。 

続きまして、２点目、本日の会議録の作成に関しましてですが、会議録の作

成ができましたら、皆様に郵送させていただきます。お手元に届きましたら、

大変お手数ではございますが、内容のご確認をしていただきまして、加筆や訂

正等ございましたら事務局までご連絡をいただきたいと思います。事務局で修

正をしたものを次回の運営協議会で改めてお諮りしたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

５ 閉  会 

司  会  それでは、閉会の言葉を星野副会長にお願いをしたいと存じます。よろしく

お願いいたします。 

副 会 長 皆様、長きにわたりご議論いただきましてありがとうございました。 

私、３点感じております。１点目、本当に皆様は、本当に熱い議論をされて

きたのだなと。特に第７期、すばらしい、充実した議論をされてきて、それを

基本的につないでいかないといけないのだろうなということをまず１点考えて

おります。 

それから、２点目、新しいことが、いろんなことが起きているのだなという
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ことを感じております。特に、特に今回また改めて人材確保の問題を含めて、

深く議論をしていかなければいけないのだろうなと思います。 

それから、３点目、本当に新しい時代の発想でかからなければいけないのだ

ろうなという。特に今回のコロナの問題を含めて考えましたときに、バルーン

で例えば家庭訪問して、見てとか、今は玄関先しか入れてくれないという感じ

だと思いますから、バルーンで中をのぞいて、見てどうなのかとか、そういっ

たところの開発も考えなければいけない、そういう時代になっているのではな

いか。そういうことについて、もう今までどおり、こうやっていたからいいの

ではないかというのは、もう通じなくなっているのではないのかなということ

を強く感じつつある時代です。 

あと、最後にもう一点、言い忘れましたが、今日の議論は今日の議論ですば

らしいと思うのですが、やはり具体的なことを詰めながら、またもう一回元に

戻るという、そういった行きつ戻りつの議論を多分していくのだろうなと思い

ますし、やはり具体的な数値をどうやって見ていくのか、これは基本的に相当

入念にやっていかなければいけないし、それに基づいて、また理念とかの文言

とかも相当変わってくるのだろうなというとを感じる次第でございます。 

皆様、今日はどうもお疲れさまでございました。 

司  会  ありがとうございました。 

      皆様、大変お疲れさまでした。 


